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１．二十数年ぶりの社債管理に係る法改正

　2017年４月からの法制審議会の会社法制部会

の議論を経た会社法改正に関する中間試案がパブ

リックコメントに付されている。中間試案には、

「社債管理補助者」（仮称）の創設等社債法制の改

正に係る試案が盛り込まれている。「社債管理補

助者」の創設は社債法制の根幹ともいえる「社債

の管理」のテーマに関わり、社債募集の受託会社

制度から社債管理会社制度へ移行した平成５年商

法改正以来の社債法制の中身に踏み込んだものと

いえよう。社債管理業務は古くから銀行業務と関

わりが深い。本稿では、社債管理を中心とする社

債法制に焦点を当てた形で日本の社債市場の歴史

を振り返りながら、社債管理補助者の創設の狙い

や背景を概説し、加えて今後の社債市場の展望を

述べたい。なお、文中の意見に係る部分は筆者個

人の意見・見解であり、筆者の所属するいかなる

組織・団体の意見・見解を表明するものではない

ことをあらかじめお断りする。

２．�日本の社債市場史─社債管理を焦点
に─

⑴　社債市場の自由化前
　明治期から第一次世界大戦までの間の社債は無

　法制審議会の会社法制部会が「社債管理補助者」（仮称）の創設を含む会社法改正の中間試案をまとめた。平
成５年商法改正以来の社債管理に係る機関創設の提案である。日本の社債管理に係る法制では銀行に社債市場に
おける一定の役割が期待されたが、低格付債市場の創設のための基盤として自衛できる投資家の社債管理を補助
する社債管理補助者についても、銀行に金融仲介機能の一翼を担う役割が期待されよう。

社債市場での銀行の役割と今後の展望
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